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防災計画（２）



国土強靱化

地域防災計画

【発災時】【発災後】

国土強靱化

【発災前】

事業継続計画
タイムライン



事業継続計画（BCP）

◼ 事業継続計画（Business Continuity Plan、BCP）と

は、大地震等の自然災害、感染症のまん延、テロ等
の事件、大事故、サプライチェーン（供給網）の途絶
、突発的な経営環境の変化など不測の事態が発生
しても、重要な事業を中断させない、または中断し
ても可能な限り短い期間で復旧させるための方針、
体制、手順等を示した計画。





事業継続マネジメント

事業継続計画
（BCP）

事業継続
マネジメント
（BCM）



従来の企業防災とBCPの違い

原因事象型 結果事象型



リスクマネジメント BCP

財布 落とさないようにチェーンで
つないでおく

落としても困らないようにカード
紛失時の緊急連絡先をメモして
おく

従業員
負傷者を出さないようにヘル
メットや安全ベルトを身につ
けさせる

従業員が負傷しても別の者が代
わりに業務を継続できるようにマ
ニュアルを用意しておく

ITシステム
システムが止まらないように
信頼性の高いデータセン
ターに設置する

システムが止まったときのため
に、別拠点にバックアップシステ
ムを用意しておく

リスクマネジメントとBCPの違い



分析・検討

◼事業影響度分析

事業中断による影響度の評価

重要業務の決定と目標復旧時間・レベルの検討

重要な要素の把握とボトルネックの抽出

◼ リスクの分析・評価



事業影響度分析
（Business Impact Analysis、BIA）

◼ 何らかの危機的な発生事象（インシデント）により自
社の施設が大きな被害を受けたり、重要な事業の
サプライチェーンが途絶したりすれば、平常時に実
施している全ての事業・業務を継続することは困難
となる。

◼ 企業・組織として優先的に継続または早期復旧を必
要とする重要業務を慎重に選び、当該業務をいつ
までに復旧させるかの目標復旧時間等を検討する
とともに、それを実現するために必要な経営資源を
特定する。



重要業務、目標復旧時間等

◼ 影響度評価の結果を踏まえ、優先的に継続・復
旧すべき重要事業を絞り込む。

◼ さらに、この重要な事業に必要な各業務（重要
業務）について、どれくらいの時間で復旧させる
か を 「 目 標 復 旧 時 間 」 （ Recovery Time

Objective、RTO）として、どの水準まで復旧させ
るかを「目標復旧レベル」（Recovery Level

Objective、RLO）として決定する。



ボトルネック

◼ それぞれの重要業務の実施に不可欠となる
重要な要素（経営資源）を把握する。

◼ これらの重要な要素の中で、必要とされてい
る量の確保が可能となるまでの時間をより早
めない限り、当該重要業務の復旧をさらに早
めたり、復旧レベルを挙げたりすることができ
ない「ボトルネック」を把握する。



ボトルネック（bottleneck）

◼瓶の首が細くなった箇所。その形状から「物
事の進行の妨げ」「狭い通路」「障害」といった
意味。



3日

7日

9日

9日

13日

15日 16日

PERT法

赤色の矢印の作業工程（所要
時間が最大）は、「クリティカル・
パス」と呼ばれる。

プロジェクトの工程管理を
定量的、科学的に行う手法。



市町村の業務継続計画

◼ 市町村における業務継続計画の策定状況を見
ると、策定済みはわずか１３％（平成２５年８月現
在）にとどまっており、特に人口の少ない小規模
な市町村ほど低位な傾向にある

◼ 本ガイドは、人口が１万人に満たないような小規
模市町村であってもあらかじめ策定していただき
たい事項をまとめたものである。



非常時優先業務



重要な６要素（1）



重要な６要素（1）





タイムライン【timeline】

１ 時刻表。時間割。（＝timetable）

２ 行動計画。特に、災害が発生した際に時間
警戒に応じてどのような行動をとるべきかを
事前に考えて決めておく、防災行動計画。

３ SNSやメッセンジャーアプリにおいて、自分
や他人の投稿を時間順に表示したもの。



タイムライン

◼大規模水災害の発生予想時刻から逆算し、
自治体等関係者が事前にとるべき防災行動
を「いつ」「誰が」「どのように」「何をするか」に
着目して時系列で整理したもの。



ハリケーン・カトリーナ

◼ 2005年8月末にアメリカ合衆国南東部を襲っ
た大型ハリケーン。ニューオーリンズの８割が
冠水し、死者１８００人以上。



◼ 2012年にアメリカ東部で甚大な被害が出たハリケ

ーン・サンディの際、ニュージャージー州が住民避難
対策にタイムライン（ハリケーン・カトリーナによる大
規模浸水害での失敗を教訓として）を適用して被害
を最小限にとどめたことから注目。

ハリケーン・
カトリーナ

ハリケーン・
サンディ

最低気圧 2005年8月 2012年10月

最低気圧 902hPa 940hPa

死者 1,500人以上 170人超

被害 $1080億 $750億



進行型災害と突発型災害



ゼロアワーとリードタイム

◼ タイムラインを構築するため、対象災害の設
定とともに、主な災害の発生時点を定め、こ
の時刻を 「ゼロ ・ アワー （ Zero Hour ）
」とする。

◼ また、ゼロ・アワーから時間を遡り、個々の防
災行動を実施するタイミングと防災行動に必
要な時間 （ リー ド タ イム （ Lead Time ）
）、並びにその事態の進行状況を整理する。



マイ・タイムライン

◼ 住民一人ひとりのタイムライン（防災行動計画）であ
り、台風等の接近による大雨によって河川の水位が
上昇する時に、自分自身がとる標準的な防災行動
を時系列的に整理し、自ら考え命を守る避難行動の
ための一助とするもの。

◼ その検討過程では、市区町村が作成・公表した洪
水ハザードマップを用いて、自らの様々な洪水リス
クを知り、どの様な避難行動が必要か、また、どうい
うタイミングで避難することが良いのかを自ら考え、
さらには、家族と一緒に日常的に考える。



マイ・タイムライン検討ツール
「逃げキッド」（国土交通省）



マイ・タイムライン
（東京都）



マイ・タイムライン（仙台市）





警戒レベル











課題（避難時における判断基準）

◼ あなたの実家、あるいは、現在住んでいる場
所の災害リスクをハザードマップ等で調べた
上で、これらの災害から避難するための判断
基準を具体的（例えば、「○○情報が発表さ
れたとき、△△に避難する」など）に述べなさ
い（200～400字程度）。

◼課題は、Moodleにログインし、「リスクマネジ
メント（2021）」の「課題（避難時における判断
基準」から提出しなさい。



災害・避難カード



マイ避難カード（兵庫県）


